
　
決
算
で
の
チ
ェ
ッ
ク
は

　
議
会
の
重
要
な
役
割

　

財
政
破
綻
し
た
夕
張
市
の

例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
チ

ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
議
会

の
役
割
は
重
い
。
そ
の
最
も

重
要
な
場
が
決
算
委
員
会
で

あ
ろ
う
。
税
金
が
無
駄
な
く

効
率
的
に
、
そ
し
て
有
効
に

使
わ
れ
て
い
る
か
。
今
後
も

決
算
的
な
視
点
を
し
っ
か
り

と
持
っ
て
、
議
会
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ
る
。

　
撤
退
が
決
ま
っ
た
水
力

　
発
電
、
し
か
し
…

　

既
に
県
が
撤
退
す
る
こ
と

を
決
め
た
の
が
水
力
発
電
。

県
内
最
後
の
水
力
発
電
所
（
滝

沢
ダ
ム
）
が
二
十
年
に
完
成
し
、

そ
れ
を
含
め
て
民
間
に
売
却

す
る
こ
と
が
決
定
。
電
力
自

由
化
の
中
、
経
営
的
に
成
り

立
た
ず
と
い
う
こ
と
で
、
撤

退
そ
の
も
の
に
は
賛
成
だ
が
、

新
し
い
発
電
所
ま
で
完
成
さ

せ
た
上
で
、
民
間
売
却
す
る

と
は
！

　

国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

政
策
が
、
地
方
で
こ
ん
な
形

で
終
焉
す
る
。

　
巨
額
投
資
の
割
に
は

　
目
立
た
な
い
下
水
道
事
業

　

特
別
会
計
は
仕
組
み
が
複

雑
で
チ
ェ
ッ
ク
が
効
き
に
く
い
。

代
表
的
な
も
の
が
流
域
下
水

道
事
業
で
、
年
間
の
維
持
管

理
費
だ
け
で
も
約
二
百
億
円

と
い
う
巨
額
。
大
半
は
ま
だ

県
の
外
郭
で
あ
る
下
水
道
公

社
が
独
占
的
に
請
け
負
っ
て

い
る
。
こ
の
部
分
も
ま
だ
改

革
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
総
投

資
額
は
五
千
三
百
五
十
億
円

余
と
、
も
の
す
ご
い
額
。
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
（
十

八
年
度
で
約
七
十
三
億
円
）

も
含
め
て
、
い
か
に
圧
縮
で

き
る
か
は
大
き
な
課
題
だ
。

　
経
営
改
革
に
成
功
し
た

　
病
院
事
業

　

県
は
四
つ
の
県
立
病
院
を

経
営
し
て
い
る
が
、
一
時
期

は
一
般
会
計
か
ら
年
間
百
二

十
億
円
も
補
て
ん
す
る
大
赤

字
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
数
年

の
経
営
改
革
が
功
を
奏
し
て
、

繰
入
金
を
五
十
億
円
も
圧
縮
。

当
初
目
標
を
達
成
し
、
現
在

は
優
等
生
の
状
況
だ
。

　
競
輪
事
業
も
将
来
性
に

　
難
あ
り
？

　
競
輪
事
業
も
十
八
年
度
は
、

五
百
億
円
弱
の
売
り
上
げ
で
、

利
益
は
約
五
億
円
。
し
か
し
、

そ
の
う
ち
一
般
会
計
に
繰
り

出
せ
る
余
裕
は
一
億
円
だ
け
。

競
輪
事
業
の
運
営
は
既
に
民

間
業
者
に
委
託
さ
れ
て
お
り
、
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何をすべきか？
何をやめるべきか？

じゅんじと
ハナのお正月は…

売
上
高
の
一
定
割
合
が
自
動

的
に
県
に
入
る
契
約
だ
が
、

も
し
赤
字
に
な
っ
て
、
民
間

業
者
が
手
を
引
き
た
い
と
言

っ
た
時
ど
う
す
る
か
。
こ
の

と
き
が
正
念
場
に
な
る
。


